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SMBC Group’s Transition Finance Playbook

SMBCグループは金融機関としての矜持の下、脱炭素化の実現に最大限貢献すべく、

トランジションや技術革新に向けたお客さまの取組みを支援していきます

脱炭素社会へと円滑に移行し、緑の地球を子
孫へと返してゆくことは、社会に責任のある企業
体として取り組むべき喫緊の課題であるとともに、
人類が長期的に果たしてゆくべき責務です。

この認識の下、SMBCグループは、2050年ま
でに投融資ポートフォリオ全体でカーボンニュート
ラルを実現することを目指し、気候変動への対
応強化に向けグループ一丸となって取り組んで
います。

当社は2021年10月から順次、高排出セクタ
ーにおける2030年中期削減目標を設定してき
ました。

カーボンニュートラル実現に至る道筋は一通りで
はなく、各国固有の事情にも十分配慮しつつ、
2050年までの現実的なルートとスピードを、お
客さまとともに丁寧に見定めていく必要がありま
す。

SMBCグループは、金融機関としての矜持の下、
エネルギー安定供給の確保と、長期的な脱炭
素化の実現に最大限貢献すべく、トランジション
や技術革新に向けたお客さまの取組みをしっか
りと支援していきます。

世界全体で早期にカーボンニュートラルを実現
するためには、アジアを中心とする新興国や脱
炭素化に向けて技術的・経済的に代替手段が
限られ、一足飛びに移行することが困難な高排
出セクターの移行を支援することが重要です。

我々金融機関は、脱炭素化やトランジションに
向けたお客さまの取組みや課題を深く理解し、
持続可能な脱炭素化やエネルギー転換を促進
するトランジションファイナンスを提供する役割を
担っています。トランジションファイナンスを通じて
実体経済の脱炭素化に貢献していきます。

SMBCグループは、トランジションファイナンスを
「顧客が自社の事業や運営を、パリ協定の目
標に沿った道筋に合わせることを支援するために
提供される金融サービス」と定義し、SMBCグル
ープの期待事項、判断方法の詳細を示した
Transition Finance Playbook（以下
Playbook）を策定しました。

本書が、一筋縄ではいかぬトランジションの方向
性を照らす灯台のような役割を果たしたいとの
思いを込めて表紙に灯台を用いています。

トランジションファイナンスとは、顧客が自社の事業や
運営を、パリ協定の目標に沿った道筋に合わせること
を支援するために提供される金融サービス

セクター 対象 KPI 中期削減目標 参照シナリオ

電力
発電事業
Scope1

物理的
炭素強度

2030年度

138 -195
g-CO2e/kWh

・石油・ガス
上流生産事業
Scope1,2,3

絶対量
2030年度

▲12～29％
(2020年度比)

石炭
上流生産事業
Scope1,2,3

絶対量
2030年度

▲37～60％
(2020年度比)

1

セクター別ポートフォリオGHG中期削減目標

セクター
対象

スコープ
指標

2030年
中期目標

基準値 2021年度
実績

2022年度
実績 基準年度比

電力 排出原単位
(g-CO2e/kWh)

138～195
332

2020
320 292 ▲12%

石油
・ガス

絶対排出量
(Mt-CO2e)

▲12～29％
（2020年度比）

40.8
2020

33.3 23.9 ▲41%

石炭 絶対排出量
(Mt-CO2e)

▲37～60％
（2020年度比）

13.6
2020

7.4 4.4 ▲68%

自動車 排出原単位
(g-CO2e/vkm)

120~161
205

2021
同左 197 ▲4%

鉄鋼 排出原単位
(t-CO2e/t-Steel)

1.2~1.8
2.0

2021
同左 2.0 -

セクター 対象 指標 中期削減目標

電力
発電
Scope1

排出原単位
(g-CO2e/kWh)

138～195

石油
・ガス

上流探鉱
Scope1~3

絶対排出量
(Mt-CO2e)

▲12～29％
（2020年度比）

石炭
上流探鉱
Scope1~3

絶対排出量
(Mt-CO2e)

▲37～60％
（2020年度比）

自動車
製造工程
Scope1~3

排出原単位
(g-CO2e/vkm)

120~161

鉄鋼
粗鋼生産
Scope1~2

排出原単位
(t-CO2e/t-Steel)

1.2~1.8
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Playbookは、取締役会の内部委員会である当社グループのサステナビリティ委員会によってレビュ
ーされ、サステナビリティ関連施策の企画・管理を担うグループ CSuO（Chief Sustainability 
Officer）の承認を受けています。

また、国際的なガイドラインを参照の上策定し、DNV ビジネス・アシュアランス・ジャパン株式会社よ
りセカンド・パーティ・オピニオンを取得しています。

Playbookは、技術革新、各種規制、タクソノミー、ガイダンスなどが更新・変更されることを考慮し、
年度に1回以上の改訂・更新を行います。毎年度セカンド・パーティー・オピニオンを取得します。

なお、TCFD レポート等において、トランジション・ファイナンスを含むサステナブル・ファイナンス等の取
組みの状況を毎年報告する予定です。

グループCEO グループCROグループCSuO

サステナビリティ推進委員会

CxO

グループ各社 頭取・社長

社会的価値
創造企画部

サステナビリティ
アドバイザリー

室

社会的価値創造本部

報酬委員会指名委員会
サステナビリティ

委員会
監査委員会 リスク委員会

取締役会（監督）

グループ経営会議（執行）

リスク管理部門

環境社会
リスク管理室

Playbookのガバナンス体制

参照する
国際的な
ガイドライン

• 「クライメート・トランジション・ファイナンス・ハンドブック」（国際資本市場協会、2023）

• 「クライメート・トランジション・ファイナンスに関する基本指針」（金融庁、経済産業省、環境省、2025）

• 「信頼できるトランジション・ファイナンス白書」（気候ボンドイニシアチブ、2020）

• 「グリーンローン原則」 （ローン・マーケット・アソシエーション他、2025）

• 「グリーンローンガイドライン」（環境省、2024）

• 「アジアトランジションファイナンスガイドライン」（ATF スタディグループ、2022）

セカンド・
パーティー・
オピニオン

• DNV ビジネス・アシュアランス・ジャパン株式会社より取得
＜セカンド・パーティー・オピニオン リンク＞
＜定期レビュー リンク＞
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https://webmagazine.dnv.co.jp/assets/images/sus_list/data/sus_finance_list_/pdfreport_j/94.%20%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E4%B8%89%E4%BA%95%E4%BD%8F%E5%8F%8B%E9%8A%80%E8%A1%8C_SPO.pdf
https://webmagazine.dnv.co.jp/assets/images/sus_list/data/sus_finance_list_/pdfreport_1j/94.%20Sumitomo%20Mitsui%20Banking%20Corporation_PR2(JP).pdf
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世界各地のトランジションファイナンスに関するガイドライン・レポート

茲許、世界各地の規制当局からトランジションファイナンスに関連するガイドラインやレポート
が公表されています。SMBCグループはこの動きを歓迎し、これらの取り組みを踏まえ、プレイ
ブックを随時更新していきます。

本邦トランジション・ファイナンス推進のためのロードマップ

本邦では、電力、石油、ガス、鉄鋼、自動車等11セクターを対象に、「クライメート・トランジ
ション・ファイナンスに関する基本方針」（2021年5月金融庁・経済産業省・環境省）の附
属文書として、分野別ロードマップが策定されています。

日本企業がトランジションファイナンスを活用した資金調達を検討するにあたり参照することが
できるロードマップとなっています。SMBCグループはトランジションファイナンスを実施する際に、
各国・地域固有の事情を踏まえて作成されたロードマップ等を参照しております。

参照リンク：
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_wa
rming/transition_finance.html

3

Column

トランジションファイナンスの推進に向けた取組み事例

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/transition_finance.html
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/transition_finance.html
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営業部門
サステナビリテ

ィ専門部署
審査部署

トップリスク
リスクアペタイト・フレームワーク

SMBCグループでは異常気象・自然災害の
増加や気候変動対応への不備等が経営に
重大な影響を与えるリスクであると認識し、気
候変動に係るリスクをトップリスクとして選定し
ています。

リスクアペタイト・フレームワークは、業務戦略
とともに経営管理の両輪と位置付けられてい
ます。経営陣がグループを取り巻く環境やリス
ク認識を共有した上で、適切なリスクテイクを
行う経営管理の枠組みとして活用しており、
気候関連リスクについても同枠組みに統合し
て管理しています。

リスク軽減のために実体経済の
GHG排出量を削減

実体経済のGHG排出量削減に資する顧客
の取組みを支援することが当社グループの気
候変動リスクの軽減に資すると考えています。

Playbookを策定し、実体経済のGHG排出
量削減に資する活動の特定・顧客の移行戦
略・計画策定支援に向けたエンゲージメント
を実施していきます。

その結果、グリーンやトランジションファイナンス
の積み上げを行い、投融資ポートフォリオのグ
リーン化を図っていきます。

適切な審査体制

三井住友銀行では、トランジションファイナンスの
適格性の判定においては、専門的な知見を有
する部署、営業部門から独立した部署が審査す
る体制を構築しています。

加えて、従来通り信用リスクを含む各種リスクを
分析の上ファイナンスを実行します。

• お客さまとの
エンゲージメント

• 一次検証ポートフォリオのグリーン化

4

ネットゼロ

「気候関連RAF」新設

～ポートフォリオGHG排出量を管理指
標に追加

トップリスク

環境・リスク認識

リスクレジスター KRE（Key Risk Events）

リスクアペタイト・
フレームワーク（RAF）

業務戦略

経営管理
の両輪

（イメージ）

FY22 FY30

全社
中間目標

リスク管理体制

• 専門的知見
から検証

• 当社グループの
戦略との整合性を
客観的に検証

• 信用リスクを含め
総合的な案件・
個社検証
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4つの原則

トランジションファイナンスを充足するためには以下４つの原則を充足することが必要です。

著しい害を
及ぼさない

カーボン
ロックインの回避

利用可能な最善の
テクノロジー

公正な
トランジション

Do No 
Significant 

Harm

No carbon 
lock-in

Best available 
technology

Just 
transition

Do No Significant Harm

いかなるファイナンスも著しい害を及ぼすものであってはなりません。この原則は、グリーントランジショ
ンに関連するほとんどのタクソノミーと規則に盛り込まれています。

このPlaybookでは、DNSH の原則は次のことを意味します：

• すべての投融資案件は、「SMBCグループ環境・社会フレームワーク」 に準拠する必要がある

• 活動内容に応じたDNSHの条件や環境影響評価の要件などの規制が適用される場合は、
上記に加えて、その要件や規制を遵守する必要があります。

No carbon lock-in

カーボンロックインとは、化石燃料を大量に利用する仕組みが継続したり 、低炭素に繋がる代替エ
ネルギーへの移行を遅らせたり、妨げたりすることを示します。カーボンロックインを回避することが、ト
ランジションファイナンスの重要な原則です。

2050年を超える案件について、ボロワー・スポンサーのネットゼロコミットメント及びカーボンロックイン
回避に向けたコミットメントや戦略等を確認し、該当アセットの脱炭素プロセスを慎重にモニタリング
します。

Best available technology 

BATとは、特定のプロセスの生産基準を満たすために、政府、当局、または産業界によって認めら
れた技術のことです。 当社グループはBATを、エネルギー生産などの特定のプロセスにおいて、その
地域での実現可能性、経済性、社会的状況を考慮し、最もGHG排出削減に寄与する技術と定
義しています。

Just transition

公正な移行とは、関係者全員が可能な限り、公正で包括的な方法で脱炭素社会へ移行し、適
正な雇用を維持し、誰一人として取り残さないことを示します。このPlaybookでは、影響を受ける
関係者との協議を通じて、社会的・経済的機会を最大化する投融資を意味します。当社グループ
では、Facility-level Just Transition Guidelines等の、非財務的な影響測定に取り組むため
の専門知識を持つ第三者によって設計されたツールも参照し評価を行っています。

5

https://www.climatefinanceasia.com/research/facility-level-just-transition-guidelines-for-banks/
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Key

アセットに関する項目戦略に関する項目

セクター ⚫ 電力、石油・ガス、鉄鋼、自動車（今後も順次拡大）

商品

⚫ プロジェクトファイナンス

⚫ 資金使途不特定型コーポレートファイナンス（General Corporate）

⚫ 資金使途特定型コーポレートファイナンス（Use of Proceeds）

概観 ・ 定義

Playbookは最もトランジション支援を要する電力、石油・ガス、鉄鋼、自動車セクターを対象とし
ております。
順次、他の高排出セクターへ対象範囲を拡大していきます。

貸出形態ごとにトランジションファイナンスの定義、判定方法を定めています。

6

定義

概観

* 「Green」は、SMBCグループが提供するグリーンファイナンスにおける定義と異なる

Classification

Label

Green

Yellow

Low 
emission 
finance

Transition 
Finance

N/A

Red

Others Red assets in IT and large emitters complying with 
SMBC Group Environmental and Social Framework, SMEs, etc.

Product type

Project Finance

No GHG emissions or close to no 
GHG emissions 

(=Green asset in IT)

Asset aligned with 1.5℃ from a 
timeline and sectoral perspective

(=yellow asset in IT)

NZ targets set for 2050

+

Corporate finance 
use of proceeds

No GHG emissions or close to no 
GHG emissions 

(=Green asset in IT)

Asset aligned with 1.5℃ from a 
timeline and sectoral perspective

(=yellow asset in IT)

NZ targets set for 2050

+

General Corporate Purpose

No GHG emissions or close to no 
GHG emissions

Borrower’s transition plan 
aligned with Paris Agreement 

1.5℃ pathway

Red assets in IT and large emitters not complying with 
SMBC Group Environmental and Social Framework 

Bright 
Yellow

Emission 
reduction 
finance

No GHG emissions or close to no 
GHG emissions, attached to O&G 

upstream asset
(=bright yellow asset in IT)

Emission reduction targets set

+

Emission reduction targets set

No GHG emissions or close to no 
GHG emissions, attached to O&G 

upstream asset
(=bright yellow asset in IT)

+
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ご相談です。TS概念やScorebookのことを1 Pageで説明したほうがい
いかなと思うのですがいかがでしょうか。
次期中計を見据えても、大事な要素かつ見せてもいいかなと思いまし
た。
スライドイメージは、
・3年間やってきた実務的課題をScorebookとして纏めた。
・Scorebookの簡単な紹介
・気づきとして、TSもやる必要あり。
・TSの概略説明

コンセプト

• 2023年5月に公表した「Transition Finance Playbook」の実践に基づくプログレス
レポート

•

したトランジションの課題をまとめ、Call for actionとして課題解決に必要な行動を提言

意義

•

本邦金融機関として初の取組

• SMBCグループがScorebookの発行を通して目指すもの
(1) SMBCグループのトランジションファイナンスへの取組の周知
(2) トランジションファイナンスの重要性に関する認知度・理解度向上
(3) ステークホルダーとの議論やエンゲージメントの一層の発展
(4) トランジションファイナンスに関する議論や取組の促進

Call for 
Action

Detailing 
national 

roadmaps

Financing where 
the emissions 

are

Cost sharing 
mechanisms

SMBCグループは、2024年11月、Playbookの運用から得た経験や
学び、課題認識等をまとめた“Transition Finance 
Scorebook“ を公表しました。本スコアブックは、これまでの実務と経
験に裏うちされた現実的な対策や課題、そしてトランジションを更に促進
するための提言を紹介しています。

Transition Finance Scorebook 2024: 
https://www.smfg.co.jp/sustainability/sdgs/pdf/tf_scorebook_j.pdf

Clarify the role 
of gas-fired 

power plants in 
the transition

Transition support 

パリ協定の野心的な道筋に沿った移行計画の策定
が困難な顧客を支援しないことは、世界の脱炭素化
にとって逆効果となる可能性があります。

私たちは、金融機関は顧客が直面する課題を認識し、
たとえトランジションファイナンスの対象とならない場合
でも、移行に向け真摯に最大限取り組む顧客を公正
に移行できるよう支援すべきだと考えています。

そのため、「トランジションサポート」という新たな基準を
設け、顧客と対話し、公正な移行を支援しています。

顧客の戦略や課題を資金提供の意思決定プロセス
に統合し、どのように支援できるかを検討することが、
顧客と金融機関の双方の移行を支える鍵となります。

トランジションサポートの概要

• トランジションファイナンスに類似した基準
トランジションファイナンスでは、借入人がすべて
の基準を満たす必要があります。
一方、トランジションサポートでは、トランジション
に資する取組である場合、借入人との対話・関
与を前提として、すべての基準を完全に満たさ
なくても、顧客を支援します。

• エンゲージメントの重視
公開情報だけでは把握できない顧客の移行戦
略や課題を理解するために、顧客との対話を通
じて移行プロセスを支援します。

Need to enhance support to our clients in their transition journey

1
Detailing national 

roadmaps 

It is important to develop decarbonization roadmaps based on scientific evidence that 

considers national and regional circumstances, for companies to advance their efforts 

towards a 1.5°C scenario that reflects local characteristics.

2
Financing where the 

emissions are

Not supporting customers who find it difficult to develop transition plans could be 

counterproductive to decarbonization. Integrating customers' strategies and challenges into 

the decision-making process of financial institutions and considering how to support 

customers is key to supporting the transition of both the customers and the institutions.

3
Cost sharing 

mechanisms

As the transition of energy sector from traditional, low-cost fossil fuel-dependent power systems 

to the implementation of CCS, hydrogen co-firing, and new energy sources is needed, it is 

necessary to consider how to share the additional costs across society in order to achieve 

both secure and affordable power supply and transition.

4
Blended finance
Financing scheme that combines 

public and private capital

To address high capital costs and risks in emerging markets while effectively promoting 

transition finance, it is necessary to expand blended finance that enables appropriate risk 

management.

Aligning to a 1.5C scenario is 
challenging for companies, especially 
in the absence of localized scenarios, 
taking into account local context. 

Unclear CN path

Balancing the transition 
with affordability, 
stability and security

Cost sharing

Companies may rely on new 
technologies and/or cleaner 
sources of energy which are not 
affordable or transitioning fast 
enough. 

Technology innovation
Constraints to align with 

the Paris Agreement

当行が認識する
トランジションの課題

Call for Action

パリ協定との整合が困難なお客さま
に対する支援の強化が必要

・ 不明瞭な削減パス
・ コスト負担
・ 技術革新

トランジションにおけるガス火力発電
の役割の明確化が必要

• In some countries where demand for energy 
grows faster than the availability of clean 
energy, meeting the demand with clean energy 
is difficult.

• To address this demand and achieve “Just 
Transition”, it is necessary to balance 
secure energy supply and transition.

Meeting increasing power demand

• Supply to gas fired power plants leveraged 
for firming and captive power remains 
necessary for a certain period.

• Understanding and appropriately 
supporting the role of gas based on 
each local context in the transition to 
renewable energy is important

Fuel for firming and captive power

Gas-fired power plants 
remain important to 
achieve the energy 

transition

1 2

地域事情を反映させた、国別ロードマ

ップの詳細化

排出があるところへ融資を行い、クラ
イアントが必要とするタイミングで支援
をすること

ブレンデッドファイナンスを含めた、コスト
共有メカニズムの改善

エネルギーの安全供給とトランジショ
ンのバランスを取りながら、増加する
電力需要に応えること

地域状況を踏まえた、調整用電源、
自家発電用電源としてのガスの役割

Column

排出があるところへ融資せよ

https://www.smfg.co.jp/sustainability/sdgs/pdf/tf_scorebook_j.pdf
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融資対象
アセット

• SMBC Internal Taxonomyをもとに融資対象アセットの適格性
を確認

• SMBC Internal Taxonomyは、産業ごとのベストプラクティス、地域差、
移行経路などを踏まえて検討し、可能な限り各国のタクソノミーやロードマ
ップとの整合性を考慮の上、地域ごとに策定

※ Transition Activitiesの例はAppendixを参照

移行戦略

• プロジェクトのメインスポンサーや借入人など、プロジェクトの意思決定に最
も影響力がある企業の移行戦略を確認

※ 主な確認項目はGeneral Corporateファイナンスを参照

※ メインスポンサーとは、事業の決定プロセス最も影響を持つスポンサーと定義

2

1

アプローチ手法

トランジション判定のアプローチは、貸出形態により異なります。資金使途が明確であるプロジェクト
ファイナンスやUse of Proceeds（UoP）の場合は、融資対象アセットがトランジションの適格性
を満たすことを確認します。その後、借入人もしくはプロジェクトのメインスポンサーの移行戦略の適
格性を確認します。

資金使途が不特定のGeneral Corporate ファイナンスについては、借入人の移行戦略の適格
性を確認します。具体的な判断フローはP.9-12を参照ください。

プロジェクトファイナンス・UoP

General Corporateファイナンス

主な確認項目

• 気候変動に関する国際的なイニシアティブ（RE100, SBTi等）への
参画・賛同状況

• 2050年ネットゼロへのコミットメントの有無

• GHG排出量の開示状況

• GHG排出量の削減目標の有無

• 目標達成に向けた具体的な移行戦略の策定状況

✓ 科学的シナリオとの整合性（1.5℃目標と整合した、信頼性のある目標
やパスウェイ）

✓ 投資計画（移行戦略の実行に対応）

• 移行戦略の実践に向けたガバナンス体制

• 適切なKPIの有無

8
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アセットに関する
項目

戦略に関する
項目

その他の項目

判断プロセス（プロジェクトファイナンス）

Yes

Does the activity correspond to a Green, Yellow or Red Asset, as 

defined in the internal taxonomy?

Green asset

No label

Red asset

Low emission 

finance

No

Yellow 

Transition Finance

No
Yes

Yes

Yes

Yes

No

No
Yes

No

Yellow asset

Is the main sponsor’s transition strategy material to its business 

model and is it based on a recognized climate change scenario? Is the 

client's intent to implement its transition plan credible?

Does the activity contribute to reducing GHG emissions?

Is the activity included in the aligned with the main sponsor’s 

transition strategy or does it contribute to achieving its objectives?

Does the asset commercial contract end before 2050 or does the 

sponsor satisfy necessary elements to avoid carbon lock-in?"? 

Does the main sponsor disclose its GHG emissions and emission 

reduction objectives? Are they aligned with NZ by 2050? 

Yes

No

Does the activity comply with SMBC Group Environmental and Social Framework?

Red

No investment

Yes

Credit review etc.
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戦略に関する
項目

その他の項目
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判断プロセス（General Corporateファイナンス）

No label

No

Yellow 

Transition Finance

Is the borrower active in a low-carbon sector or has a low-carbon business model and 

has the borrower not invested in any carbon intensive asset in the past three years?

Low emission 

finance

Yes
Does the borrower have a climate change strategy, did it 

participate in initiatives and/or committed to international 

initiatives related to climate change?

Has the borrower set and disclosed metrics on carbon emissions 

and quantitative targets for reducing emissions?

Yes

Yes – Aligned with

1.5 ℃ pathway

No

Yes

Yes

Yes

No

Red

No investment

No

No

Does the borrower comply with SMBC Group Environmental and Social Framework?

Credit review etc.

No

Has the borrower, committed to net-zero by 2050 

(1.5 ℃ pathway), disclosed emissions and reduction 

targets, prepared a strategy material to its 

business model and based on scientific evidence, 

supported by an investment plan, with clear 

governance arrangements for oversight?

Has the borrower set one or more KPIs to 

measure progress towards net-zero emissions and 

is it making progress towards meeting them?
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戦略に関する
項目

その他の項目
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判断プロセス（UoP、電力、鉄鋼、自動車セクター）

Yes

Does the activity correspond to a Green, Yellow or Red Asset, as defined 

in the internal taxonomy?

Green asset

Normal loan

Red asset

Low emission 

finance

No

Yellow 

Transition Finance

YesYes

Yes

Yes

Yes

No

No

Yes

No

Yellow asset

Does the activity contribute to reducing GHG emissions?

Is the activity included in the borrower’s transition strategy or does it contribute to 

achieving its objectives?

Does the asset commercial contract end before 2050 or does the 

borrower satisfy necessary elements to avoid carbon lock-in?"? 

Has the borrower set one or more KPIs to measure progress towards net-zero 

emissions and is it making progress towards meeting them?
Yes

No

Has the borrower, disclosed emissions and reduction targets, committed 

to net-zero by 2050 prepared a strategy material to its business model 

and based on scientific evidence, supported by an investment plan, with 

clear governance arrangements for oversight?

No

Red

No investment

Does the borrower comply with SMBC Group Environmental and Social Framework?

Yes

No

Is the borrower 

committed to net-

zero by 2050?

No

Yes

Credit review etc.

Does the financing end 

before 2050? 

Yes

Yes

アセットに関する
項目



ファンクショナル
グリーン

160:200:30

198:222:120

227:239:188

ファンクショナル
オレンジ

238:120:0

245:174:102

250:215:179

ファンクショナル
パープル

123:90:164

176:156:200

215:205:228

ファンクショナル
ブルー

0:130:220

102:180:234

179:218:245

ファンクショナル
ピンク

225:69:126

237:143:178

246:200:217

ファンクショナル
イエロー

255:195:0

255:219:102

255:237:179

ファンクショナル
ターコイズ

0:178:179

102:209:209

179:232:232

サポートカラー
グレー

75:75:75

トラッドグリーン
0:72:49

147:147:147

237:237:237

102:145:131

179:200:194

フレッシュグリーン
196:215:0

220:231:102

237:243:179

ハイライト
ブルー

0:0:255

ハイライト
レッド

192:0:0

Yes

Does the activity correspond to a Green, Yellow or Red Asset, as defined 

in the internal taxonomy?

Green asset

Normal loan

Red asset

Green

No

Yellow 

Transition Finance

YesYes

Yes

Yes

Yes

No

No

Yes

No

Yellow asset

Does the activity contribute to reducing GHG emissions?

Is the activity included in the borrower’s transition strategy or does it 

contribute to achieving its objectives?

Does the financing end before 2050 or does the asset commercial life 

end before 2050? 

Has the borrower set one or more KPIs to measure progress towards 

net-zero emissions and is it making progress towards meeting them?

Yes

No

Has the borrower, committed to net-zero by 2050, disclosed emissions 

and reduction targets, prepared a strategy material to its business 

model and based on scientific evidence, supported by an investment 

plan, with clear governance arrangements for oversight?

No

Red

No investment

Does the borrower comply with SMBC Group Environmental and Social Framework?

Credit review etc.

アセットに関する
項目

戦略に関する
項目

その他の項目
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判断プロセス（UoP、石油・ガスセクター）

Yes

Does (1) the activity correspond to a Green, Bright Yellow, Yellow or Red Asset, as 

defined in the internal taxonomy?

Green asset

Normal loan

Red asset

Low emission 

finance

No

Yellow 

Transition Finance

YesYes

Yes

Yes

Yes

No

No

Yes

No

Yellow asset

Does (10) the activity contribute to reducing GHG emissions?

Is (11) the activity included in the borrower’s transition strategy or does it contribute to achieving its 

objectives?

Does (12) the asset commercial contract end before 2050 or does the 

borrower satisfy necessary elements to avoid carbon lock-in?"? 

Has (9) the borrower set one or more KPIs to measure progress 

towards net-zero emissions and is it making progress towards 

meeting them?

Yes

No

Has the borrower (3) disclosed emissions and reduction targets (Scope 1 to 3)*

*When the borrower has not disclosed reduction targets for Scope 3, does the 

borrower have a concrete plan which will reduce its scope 3 ? (for Green and Bright 

Yellow assets only) 

Asset related 

criteria

Strategy related 

criteria

Other criteria

No

Red

No investment

Yes

Credit review etc

Bright Yellow 

asset

Has the borrower (5) prepared a strategy material to its 

business model and (6) based on scientific evidence, (7) 

supported by an investment plan, with (8) clear governance 

arrangements for oversight?

Has the borrower, (4) committed to net-zero 

by 2050?
No

No

Yes

Does (12) the financing 

end before 2050? 

Has the borrower 

committed to Net 

Zero by 2050? 

(Scope 1 to 3)

No

No

Yes

Does (2) the borrower comply with SMBC Group Environmental and Social Framework?

Yes

Bright Yellow –

Emission reduction 

finance

Yes

Yes Yes

Yes

Yes

Yes
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電力 ⚫ 高効率なガス火力発電

⚫ ガス/石炭火力混焼発電（水素/ア
ンモニア/バイオマス）*
混焼率、排出原単位、CCSの有無を考慮

⚫ CCS付ガス/石炭火力発電*
既設、排出原単位が一定以下の場合のみ

⚫ 原子力発電
第三世代原子炉以上

⚫ 効率化設備

* 2050年までの脱炭素化又は廃炉予定が無い
石炭火力については、脱炭素計画の策定が必要

エネルギー ⚫ ガス上流
日本へ輸入される案件に限る

⚫ ガス精製・貯蔵設備

⚫ 原子力由来の水素・アンモニア

⚫ メタン回収設備

⚫ フレアリング削減設備

鉄鋼 2030年までに期待できる削減率を元に判断

⚫ 既設 高炉・電炉

➢ 3tCO2e/t以上の場合：-30%

➢ 2tCO2e/t以上の場合:-10%

⚫ 既設 電炉(100％スクラップ):-25%

⚫ 既設  還元鉄

➢ 石炭利用の場合:-20%

➢ ガス利用の場合:-12%

自動車 ⚫ PHEV

⚫ HEV     
新規設備の場合は、一定の排出原単位以
下となる／第三者評価でHEVの適格性が
認められるのいずれかの場合に限る。

⚫ PHEV/HEV向けバッテリー

⚫ 製造工程の省エネ

⚫ 製造工程の燃料転換
石油系燃料から天然ガス等への転換

参照：本邦トランジション技術ロードマップ、
ポリシー 等

Appendix

Transition Activitiesの例

カーボンニュートラルへの道筋は一つではなく、各国・地域の事情、これまでの取組み、政策を踏ま
えて最適なパスウエーの検討が必要です。

トランジション適格アセットの特定には、産業ごとのベストプラクティス、地域差、移行経路などを踏ま
えて検討し、各国のタクソノミーやロードマップとの整合性を考慮の上、地域ごとに定めています。
技術革新、各種規制、タクソノミー、ガイダンスなどが更新・変更されることを考慮し、年度に1回以
上の改訂・更新を行います。

トランジションの判定には、アセットの適格性に加え借入人・スポンサーの移行戦略も確認します。

以下は、SMBC Internal Taxonomyで策定された国・地域の一部を例示。再エネ、グリーン水素、EV
車等「グリーン」なアセットの記載を省略。

日本

13
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Appendix

Transition Activitiesの例

参照：ASEANタクソノミー、各国タクソノミー、
各国ポリシー 等
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電力 ⚫ 高効率なガス火力発電

⚫ ガス/石炭火力混焼発電（水素/
アンモニア/バイオマス）*
混焼率、CCSの有無、排出原単位、削減
率を考慮。一部地域では地域タクソノミーへ
の準拠が必要

⚫ CCS付ガス/石炭火力発電*
既設の場合に限り、排出原単位と削減率を
考慮。一部地域では地域タクソノミーへの準
拠が必要

⚫ 原子力発電
第三世代原子炉以上

⚫ 効率化設備

* 2050年までの脱炭素化又は廃炉予定が無い
石炭火力については、脱炭素計画の策定が必要

エネルギー ⚫ ガス上流
特定の国・地域へ輸入される案件に限る

⚫ ガス精製・貯蔵設備

⚫ 原子力由来の水素・アンモニア

⚫ メタン回収設備

⚫ フレアリング削減設備

鉄鋼 2030年までに期待できる削減率を元に判断

⚫ 既設 高炉・電炉

➢ 3tCO2e/t以上の場合：-30%

➢ 2tCO2e/t以上の場合:-10%

⚫ 既設 電炉(100%スクラップ):-25%

⚫ 既設  還元鉄

➢ 石炭利用の場合:-20%

➢ ガス利用の場合:-12%

自動車 ⚫ PHEV        
使用国政府が適格性を認める／一定の排
出原単位以下となる／第三者評価で
PHEVの適格性が認められるのいずれかの
場合に限る。

⚫ HEV                                   
特定国・地域で使用される場合で、使用国
政府がHEVの適格性を認める場合の既存
設備／一定の排出原単位以下の新規設
備／第三者評価でHEVの適格性が認めら
れるのいずれかの場合に限る。

⚫ PHEV/HEV向けバッテリー
PHEV/HEVに準ずる

⚫ 製造工程の省エネ

⚫ 製造工程の燃料転換
石油系燃料から天然ガス等への転換

アジア
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Appendix

Transition Activitiesの例

参照：各国タクソノミー、各国ポリシー 等

北米

電力 ⚫ 高効率なガス火力発電

⚫ ガス/石炭火力混焼発電（水素
/アンモニア/バイオマス）*
各地の規制に準ずるものに限る

⚫ CCS付ガス/石炭火力発電*
各地の規制に準ずるものに限る

⚫ 原子力発電
第三世代原子炉以上

⚫ 効率化設備

* 2050年までの脱炭素化又は廃炉予定が無い
石炭火力については、脱炭素計画の策定が必要

エネルギー ⚫ ガス上流
特定の国・地域へ輸入される案件に限る

⚫ ガス精製・貯蔵設備

⚫ 原子力由来の水素・アンモニア

⚫ メタン回収設備

⚫ フレアリング削減設備

鉄鋼 2030年までに期待できる削減率を元に判断

⚫ 既設 高炉・電炉

➢ 3tCO2e/t以上の場合：-30%

➢ 2tCO2e/t以上の場合:-10%

⚫ 既設 電炉(100スクラップ):-25%

⚫ 既設  還元鉄

➢ 石炭利用の場合:-20%

➢ ガス利用の場合:-12%

自動車 ⚫ PHEV

⚫ PHEV向けバッテリー            
PHEVに準ずる

⚫ 製造工程の省エネ

⚫ 製造工程の燃料転換
石油系燃料から天然ガス等への転換
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Appendix

Transition Activitiesの例

EU諸国

参照：EUタクソノミー、各国ポリシー 等

電力 ⚫ 高効率なガス火力発電
EUタクソノミーに準拠するものに限る

⚫ 水素混焼ガス火力発電
EUタクソノミーに準拠するものに限る

⚫ アンモニア混焼ガス火力発電
EUタクソノミーに準拠するものに限る

⚫ バイオマス混焼ガス火力発電
EUタクソノミーに準拠するものに限る

⚫ 原子力発電 （Green）
EUタクソノミーに準拠するものに限る

エネルギー ⚫ 原子力由来の水素・アンモニア
EUタクソノミーに準拠するものに限る

⚫ メタン回収設備

⚫ フレアリング削減設備

鉄鋼 2030年までに期待できる削減率を元に判断
EUタクソノミーに準拠するものに限る

⚫ 既設 高炉・電炉

➢ 3tCO2e/t以上の場合：-30%

➢ 2tCO2e/t以上の場合:-10%

⚫ 既設 電炉(100スクラップ):-25%

⚫ 既設  還元鉄

➢ 石炭利用の場合:-20%

➢ ガス利用の場合:-12%

自動車 ⚫ PHEV
EUタクソノミーに準拠するものに限る

⚫ PHEV向けバッテリー
PHEVに準ずる

⚫ 製造工程の省エネ

⚫ 製造工程の燃料転換
石油系燃料から天然ガス等への転換
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ディスクレーマー

本資料には、環境、社会およびガバナンスにかかる特定の事項に対する、参照された日付時点における当社グループ
の取り組みについての選択された情報が含まれています。当該情報は、これらの事項に関連する当社グループのすべ
ての活動を包括的に示すものではなく、また必ずしもこれらの事項に関連する当社グループのすべての活動を代表的
に示すものでもありません。本資料の情報は予告なしに変更されることがありますが、当社グループはそれらの情報を
更新する義務を負うものではありません。本資料の情報は、質や方法を独自に検証できない情報源から得られたもの
である場合があります。本資料で使用されているサステナビリティ（持続可能性）、社会的価値、およびこれらに類
似する用語は、当社グループの内部で使用されている定義を示すものであり、いかなる法域であれ法律または規制で
定義されている特定の基準を示すものではありません。本資料は任意で提供されており、本資料に記載されている情
報は、義務的な財務基準または規制上の報告基準を遵守する目的で作成されたものではありません。本資料にお
ける重大な事象または重要な事象への言及は、当該事象が、米国連邦証券法を含む、法令において義務的開示
が要求される重要性のレベルに達していることを必ずしも意味するものではありません。本資料に記載されている当社
グループの願望、ゴール、およびターゲットを達成する能力は、当社グループのコントロールできない領域に存在する可
能性のあるさまざまな条件に左右されるものです。本資料は、当社グループといかなる主体であれその間における法的
関係、権利、または義務を創設することを意図したものではなく、また、それらの根拠として依拠することもできないもの
とします。

当社グループによる投融資に関する決定は、サステナビリティに関する検討を伴う決定であるか否かを問わず、リスク管
理及びその他の投融資の目的を推進しそれらに対応することを目指す、当社グループが独自に決定した方針と方法
に基づき行われます。当社グループによる、サステナビリティやそれに関連する課題についての他の事業体または組織へ
の関与は、上記の当社グループが独自に決定した方針と方法に基づき、それに沿って行われます。また、これらの個々
の決定は、各法域において適用される法規制に基づき、それに従って、行われます。
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